第８回関関同立対抗
グライダー競技会
（期間）
２０１１年１０月２９日　－　１１月４日
（会場）
木曽川滑空場
（出場校）
・立命館大学
・同志社大学
・関西大學
・関西学院大学
第8回関関同立対抗グライダー競技会

大会要項

主催・後援

主催　　立命館大学体育会航空部

　　　　同志社大学体育会航空部

　　　　関西学院大学体育会航空部
関西大学体育会航空部
後援　　財団法人　日本学生航空連盟

　　　　清水皮膚科・放射線科
競技種目

周回コース速度競技、滞空時間

競技期間

10月29日

開会式　午前10時より

競技　開会式後の開始宣言～　（最終発航午後4時、日没1時間前まで）

10月30日～11月3日

競技　開始宣言～　（午前7時30分～日没1時間前の間に行う）

11月4日

競技　開始宣言～　（午前7時30分～午後１時まで）

閉会式　午後3時より

会場・宿舎

木曽川滑空場　　岐阜県海津市日原地先　木曽川右岸河川敷

宿舎　　　　　　〒501-6324　岐阜県羽島市桑原町東小藪

　　　　　　　　日本学生航空連盟　木曽川訓練所宿舎

　　　　　　　　TEL（教官用）058-398-8835

　　　　　　　　TEL（食堂）　058-397-0049

　　　　　　　

大会役員

顧問　　　　吉田　正克　（財団法人日本学生航空連盟専務理事）
競技委員長　木股　雅章　　（立命館大学体育会航空部部長）
審判委員長　田口　昇　　（日本学生航空連盟教育訓練部副部長）
審判委員　　冨山　晋　　（立命館大学体育会航空部監督）

森川　泰　  （同志社大学体育会航空部監督）
西田　利博　（関西学院大学体育会航空部監督）
実行委員長　豊川　宗市郎（立命館大学体育会航空部主将）
実行委員　　村瀬　徹　　（同志社大学体育会航空部主将）
　　　　　　滝内　裕子　（関西大学体育会航空部主将）
野田　智美　（関西学院大学体育会航空部主将）
使用機材

同志社大学

ASW28-18


JA06DW
共有使用機体

ASK23  JA2464

ASK23　JA2354
ASK21　JA2557

ASK13　JA2358
関関同立対抗グライダー競技会史
	回数
	期間
	場所
	団体優勝校
	個人優勝

	第1回
	2003.11.10～11.13
	木曽川滑空場
	立命館大学
	山下 良範（立命館）

	第2回
	2004.11.7～11.12
	〃
	関西大学
	早稲田 将平（関西）

	第3回
	2006.10.29～11.3
	〃
	関西大学
	藤原　孝文（関西）

	第4回
	2007.11.3～11.9
	〃
	立命館大学
	片岡　優司（立命館）

	第5回
	2008.11.1～11.7
	〃
	同志社大学
	重田　心平（同志社）

	第6回
	2009.10.31～11.6
	〃
	関西大学
	竹山　翔太（同志社）

	第７回
	2010.10.30～11.5
	〃
	同志社大学
	二平　大地（立命館）

	第８回
	2011.10.29～11.4
	〃
	？
	？


出場選手

立命館大学

４回　古川　晃平　 飛行経歴 48+18(231)、ソロ18+30(61) 自家用操縦士　
４回　築本　剛  　 飛行経歴46+50(267)　　　　　　　　自家用操縦士　
３回　豊川　宗市郎 飛行経歴 16+07(108)、ソロ00+07(1)

同志社大学
４回　川治賢佑　   飛行経歴55+00　                   自家用操縦士

４回　篠原大典     飛行経歴34+17　                   自家用操縦士

４回　山南秀希     飛行経歴33+22　                   自家用操縦士

４回　田渕雄亮     飛行経歴65+00　                   自家用操縦士

４回　朝倉　諒

４回　松本　江里加
３回　村瀬徹       飛行経歴32+03　                   自家用操縦士
３回　清水孝晃　   飛行経歴33+03


３回　川又　利江

関西大學
４回　滝内裕子　   飛行経歴35+50(223)、ソロ3+21(30)　自家用操縦士

４回　酒井孝清　   飛行経歴30+21(187)、ソロ1+08(18)

関西学院大学

３回　野田智美　   飛行経歴19+57(145)、ソロ1+27(11)

３回  増田有一郎　 飛行経歴40+37(202)、ソロ8+33(38)  自家用操縦士

２回　奥西勇紀　　 飛行経歴25+17(110)、ソロ4+02(25)

２回　山本亞美　　 飛行経歴27+07(110)、ソロ3+50(24)

（クルー参加学生）
立命館大学
２回生　坪井康樹　　１回生　植村航　　１回生　岡田直大

同志社大学
２回生　窪田倫子　　2回生　城戸悠太　１回生　桑鶴智大　　
１回生　小杉卓巳　　１回生　花井香織　１回生　原田侑
１回生　何佳蓮　　　１回生　穂積春奈　１回生　井上彗

関西大學
４回生　黒田光介　　２回生　伊納洋佑　　２回生　高島和輝
２回生　山下敬寛　　１回生　酒井恵梨奈　１回生　多久真規
１回生　日浦裕貴　　１回生　宮西勇志

関西学院大学
３回生　山口真理子　　２回生　林義弘　　２回生　増井丈師
１回生　村上健太郎　　１回生　松本萌子　１回生　工藤美咲
１回生　河本將春
式　次　第
開　会　式

開式の辞

競技委員長挨拶

審判委員長指示

優勝杯返還

選手宣誓

閉　会　式

成績発表

表彰

競技委員長挨拶

審判委員長講評

閉式の辞

校歌
立命館大学 「立命館大学校歌」
作詞：明本京静　作曲：近衛秀鷹

赤き血潮　胸に満ちて

若人　真理の泉を汲みつ

仰げば比叡　千古のみどり

伏す目に清しや　鴨の流れの

鏡もとうとし　天の明命

見よわが母校

立命　立命
関西大学 「関西大学校歌」

作詞：服部嘉香　作曲：山田耕作

自然の秀麗人の親和たぐいなき　此の学園

我等立つ　人生の曙に

燦たる理想　仰ぎつつ

学ぶは一途　純正の

若き心に　讃えなん

関西大学　関西大学

関西大学　長き歴史
同志社大学 「Doshisha College Song」

Words by W.M.Vories  Music by Wilhelm

One purpose, Doshisha, thy name

Doth signify one lofty aim;

To train thy sons in heart and hand

To live for God and Native Land.

Dear Alma Mater, sons of thine

Shall be as branches to the vine;

Tho’through the world we wander far and wide,

Still in our hearts thy precepts shall abide!

関西学院大学 「空の翼」

作詞：北原白秋　作曲：山田耕筰
風に思う空の翼

輝く自由　Mastery for Service

清明ここに道あり我が丘

関西　関西　関西　関西学院大学

ポプラは羽ばたくいざ響け我等

風　光　力　若きは力ぞ

いざ　いざ　いざ上ヶ原ふるえ

いざいざ　いざ　いざ上ヶ原ふるえ
各校部長挨拶

　立命館大学体育会航空部部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木股　雅章
　関関同立グライダー競技大会開催にあたりご挨拶申し上げます。今年も伝統ある４校の航空部が集い、対抗戦を開催できることは大変喜ばしいことです。

　グライダー競技が、フライトしている選手だけでなく、多くの地上サポート部隊の援助があってはじめて成立するものであること、成績がグライダー操縦技術の優劣だけでなく、気象条件やフライトできるタイミングにも大きく依存することなどを考えると、人生の縮図のように感じます。人生においても、自分を取り巻く多くの人の助けがなければ、満足いく仕事はできないであろうし、優れた能力だけでは成功には繋がらないのは議論の余地がないところです。しかし、不断の努力があってはじめて、周囲を動かして援助が得られる状況を作ることができるし、チャンスを生かして大きな成果が得られることも忘れてはいけないと思います。選手に選ばれた諸君は、航空部入部以来の努力が今回のチャンスにむすびついたわけなので、実力を発揮するために、思い切ってプレーして欲しいと思います。競技会は、勝負なので、結果として勝ち負けは決まりますが、たとえ負けたとしても得られるものがあるはずなので、参加した全ての選手諸君が「よかった」と思える大会になることを祈念いたします。

　

同志社大学体育会航空部部長

山口　博司

　　８回関関同立対抗グライダー競技会開催に当たり、多くの皆様のご支援に対し厚く御礼申し上げます。
  グライダー競技は、他に類を見ない、いわゆる総合スポーツであると思っています。また、グライダーで飛ぶのは一人もしくは二人ということになりますが、実はこれを飛ばすには大変多くの人々の支援が必要になります。すなわち、個人競技的な特徴をもつスポーツでありながら、実はグループスポーツの要素が非常に大きい。加えて、他に比べると比較にならないほど広大なスポーツ環境が必要になる。と言った具合に、パイロットは大変な試練と責任を背負って飛ぶことになります。それだけに「うまく飛べる」という達成感は大変大きいものがあると思います。一方、スポーツを行う人は、ただ苦労ばかりでなく、「これほど楽しいことはない」という実感を持つことが出来る、それがまた重要なことであると思います。
　スポーツには、必ず危険が伴う物であります．特に、グライダーは他に比べると比較にならないほど、特殊なスポーツ環境での競技です．それだけに、パイロットは大変な試練と責任を背負って飛ぶことになります。また、グランドサポートのクルーも同様です．規則の遵守と安全確認にはくれぐれも気を配って頂き常に緊張を持って、各持ち場の仕事を全うして頂きくことを願います．
学生諸君には、選手からクルーまで一丸となって戦い、記憶に残るような競技大会になることを期待します。
関西学院大学体育会航空部部長

永田　彰三
　関西の伝統校であります四校が一同に会して、「第8回関関同立対抗グライダー競技会」を開催でき、対抗戦を通して四校の絆と友好の深まることが出来ますことをお喜び申し上げます。
　東日本大震災と福島原子力発電所事故が、今年3月に起こりました。１６年前、阪神・淡路大震災に遭遇した関西学院大学体育会航空部は、お亡くなりになられた方々や被災された方々を思い、＜鎮魂＞と＜復興＞を胸に刻みながら、大空を駆けてゆきたいと思います。
　この大会を開催するにあたって協力とご支援をいただくことになった「日本学生航空連盟」の関係者の人達、及び地元関係者の人達に厚くお礼申し上げますとともに、各大学のＯＢ・ＯＧの人達にもご支援と応援をお願い致します。
　

関西大学体育会航空部顧問
後藤健太
関関同立グライダー競技大会開催にあたりご挨拶申し上げます。今年7月より関西大学体育会航空部の顧問を引き受けさせていただきました後藤健太です。グライダー競技には一度も関わったことがなく、全くの素人ですが、仲間を大切にし、常に全力でフェアプレイを心がけるという点では他のスポーツと同じかと思います。
本大会に臨むに当たり、学生諸君にはぜひ日頃の練習の成果を存分に発揮してほしいと思います。その中でも、学生スポーツとしてのルールや礼儀を忘れず、自分たちを支えてくださった周りの方々に感謝し、常に安全確認を怠ることなく細心の注意を払って行動してください。そして本大会が最高の競技大会の一つとなることを祈念します。
各校監督挨拶

立命館大学体育会航空部監督
冨山　晉
　今年も４大学対抗グライダー競技会の季節になりました。

2003年の第１回競技会から　９年目を迎えますが　この間　学生グライダー界は大きく変化しております。他の体育会の学連組織と違い　非常に特殊な形で発展してきたのですが　スポンサーが抜けたために　混乱をきたし　今後どのような形で存続を図るのか　大きな岐路に立たされております。

しかしどのような形になろうとも　短期的な解決策ではなく　長期的な視野でもって　学生グライダースポーツが永続できるような方向で案を練るべきであることは言うまでもありません。そういった中で　関西グライダー界を牽引してきた　われわれ4大学が果さねばならない役割は大きく　各大学が一丸となって　関西のグライダースポーツの存続のためできるだけの努力をしなければならない状況にあります。

ただわが部は　ここ何年かは　部員の減少に悩んでおり　部員獲得にさまざまな努力を重ねてきましたが　これといった決め手は見つかっていません。　しかし今年度　多くの新人（17名）を獲得した　大阪工業大学の募集方法には目をみはるものがあり　来年度の新人募集におおいに参考にしたいと考えております。

　今年の対抗戦を開催するにあたり　皆々様のご尽力に感謝いたします。

来年度も無事開催できますよう　祈っております。

同志社大学体育会航空部監督

森川　泰

今年も関係各位のご尽力により関関同立戦を開催を迎えることが出来ます。いつもありがとうございます。これから競技会シーズンとなり学生諸君は忙しい時期でありながらも待ちに待った楽しい時期を迎えます。これまで培って来た技術と知識を駆使して思う存分戦って下さい。そしてこの競技会に参加する選手から多くの選手が全国大会へ参加し、関東勢に負けることなく、好成績を上げてくれることを期待しています。昨年の全国大会は大変な震災により中断を余儀なくされ、不完全燃焼のまま卒業して選手もいますし、今年こそはとの思いを持ってこれからの大会に望む選手もいると思います。是非、その思いを競技会にぶつけて下さい。また、同立の学生は残念ながら同立戦を今年は開催出来ませんでしたので、その分の思いもこの競技会につぎ込んで下さい。その一方でこの競技会には競技飛行初心者の選手もいます。お互い競い合いながらも下級生は上級生の技術と知識を学び、上級生は下級生のレベルを引き上げる様に指導していって下さい。勿論、安全運航を心がけることを忘れてはいけません。自分の実力を見極め、そして他の選手の技量を見極め、お互いに注意しながら競い合って下さい。最後になりましたが、競技会の主役は選手ですがそれをサポートするクルーの学生もなくてはならない存在です。将来の競技フライトに思いを馳せながら競技会を支えて下さい。私を含む多くの人が注目し、好成績を期待しています。頑張って下さい。
関西学院大学体育会航空部監督　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
監督　西田　利博

今年は、福島原発事故での全国大会中止や、台風による大雨等があり、色々な事態に対応しなければならない事を痛切に感じさせられました。　平常な事が如何に幸せなのかも感じました。

今年も、毎年、恒例になりました関関同立戦を迎える季節となりました。　この季節は、果物の美味しく、又、米等の収穫の季節です。田圃で実る稲穂と同じ様に、夏の暑いランウェイでの訓練に耐えて確実に技量を磨いた諸君の力量を示す機会です。この競技会は４校の現役諸君が一堂に会して、出場し競い合い、相互に評価をする絶好の機会で有ると共に、次の段階へと進む為の一里塚でもあります。このような競技は、単なる訓練よりも、大きく飛躍出来る可能性を秘めています。　

幸運な気象条件に恵まれ、好成績を収める者も、逆に、悪条件で足を引っ張られる者も出てくるでしょう。今まで運に恵まれなかった者が、望外の飛行成績を収める場合もあります。その為にも、最初から諦める事なく、又　最後まで諦める事なく、一回一回のフライトに、自分なりの目標を持って挑戦して下さい。
毎年毎年、監督挨拶として皆様に訴えましたが、日本学生航空連盟が、後援の殆どを打ち切る事が決まり、今後　どのように学生グライダー界を維持させるかと言う大きな課題が与えられました。しかし具体策が、未だ見出せない状態です。各校はライバルとして、競い合う事は勿論ですが、これからは、各校単位と言う意識、枠組みを捨て、一致して協力する事が非常に重要と思います。

そこで、この関関同立という関西支部の大黒柱４校が、競技会や合同合宿の協力だけでなく、弱体化していく、他校の応援、合同合宿の受け入れ等も積極的にして戴きたいと望むものです。これにより、更に緊密な関係を築いて関西支部の全体的な底辺を拡大させる事が最優先課題だと思います。

　４校の現役諸君全員が、お互いに良き友人となり、各校の弱点を補うべく応援出来るようになって頂きたい。これが監督、ＯＢとしての願いであります。
最後になりましたが、無事故で、この競技会閉幕を迎えられるよう、祈願して筆を置きます。

関西大学体育会航空部監督

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（no message）
選手挨拶
立命館大学

４回　古川　晃平 飛行経歴 48+18(231)、ソロ18+30(61) 自家用操縦士
　　航空部生活最後の関関同立戦を迎えました。有終の美を飾るべく、持てる力を出し、奮闘したいと思います。

４回　築本　剛  飛行経歴46+50(267)　自家用操縦士
　　最後の４大戦でちゃんとした結果を残したいです。また、その中でも自分なりにいろいろ考えて飛ぶようにしたいです。

3回　豊川　宗市郎　飛行経歴 16+07(108)、ソロ00+07(1)
   自分にとっては木曽川での初の大会になります。競技会の運営と同時進行での大会期間となりますが、精一杯がんばります。
同志社大学

４回生　川治賢佑　飛行経歴55+00　自家用操縦士
練習と考えずに、試合ですので優勝を目指してがんばります。
また東海関西が後に控えているので２３に慣れることや上昇気流の発生しやすい場所を掴むことをやりたいと思います。
４回生　篠原大典  飛行経歴34+17　自家用操縦士
団体優勝はもちろんのこと、個人でも同志社が圧勝できるよう全力で頑張ります。
４回生　山南秀希  飛行経歴33+22　自家用操縦士
ライセンス取ってからの初競技で、まだまだ完全に技量不足です。次の東海・関西競技会への自信をつけるためにも、まだ達成していない初周回を目指します。
４回生　田渕雄亮  飛行経歴65+00　自家用操縦士
学校全体でチームになって戦える最後の大会なのでクルー、教官も含め全員で優勝狙います！もちろん次の大会も意識して、4年間の全てを出し切れるように頑張ります！
４回生　朝倉　諒
現在ソロ一発であったりしばらくフライトをしていなかったりで他の選手と比べると経験も実力も劣りますが、最後の関関同立戦なので悔いのないように望みたいと思います。
４回生　松本　江里加
最後の競技会、事前に準備を十分に行い、余裕を持ったフライトができるようにしたいと思います。滞空経験はほとんどありませんが一点でも多く得点しチームに貢献できるよう頑張ります。
３回生　村瀬徹    飛行経歴32+03　自家用操縦士
関関同立戦は2度目の参加ですが、去年とは違いライセンスを取得しての参加となります。まずは安全第一で、チームのために1点でも多く得点したいと思います。また、競技や大会の運営も含め多くのことを吸収し、部に還元していきたいです。
３回生　清水孝晃　飛行経歴33+03
初めての競技会ですが、先輩方の足を引っ張ることなく、なおかつ自分のベストを尽くし、入賞できるように頑張ります。
３回生　川又　利江
まだ経験が浅く、周回など経験したことがないので、まずはワンポイントクリアを目指して自分なりに頑張ります。よろしくお願いします。
関西大學

４回生　滝内裕子　飛行経歴35+50(223)、ソロ3+21(30)　 自家用操縦士
4度目の関関同立戦となりました。昨年までは関大にたくさんのライセンサーがいて、選手になったものの一度もフライトをしないままもう最後の年です。ついに今年の関大は、私と酒井しか選手がおりません。後悔しないよう、選手2人とクルーみんなで関大チームの底力を見せつけがんばります！

４回生　酒井孝清　飛行経歴30+21(187)、ソロ1+08(18)

私にとって今大会は選手として参加するのは二度目となります。前回大会は一応選手ではありましたが他に主力級の選手が多かったのでほとんど何もできませんでした。しかし今回はセカンドパイロットです。戦力の減少は嘆かわしいことですが他大学と拮抗している今勝利してこそ関大の真価であると肝に銘じ挑みたいと思います。

関西学院大学
３回生　野田智美　飛行経歴19+57(145)、 ソロ1+27(11)
昨年は選手になれず悔しい思いをしましたが、ようやく選手として参加することが出来ました。競技会自体ほぼ初参加であり、今から楽しみです。チャンスをものにできるよう関学チームの皆と頑張ります。
３回生　増田有一郎　飛行経歴40+37(202)、ソロ8+33(38)　自家用操縦士
選手として飛行させてもらう限りは価値のあるフライト・大会にしたいです。自分が成長するためにも今まで以上に準備を整えて大会に臨みたいです。そして何より安全に飛行することを肝に銘じ、関学チームに貢献できたらと思います。
２回生　奥西勇紀　　飛行経歴25+17(110)、ソロ4+02(25)
こんにちは。二回生の奥西です。昨年の関関同立戦は、クルー人数の調整の関係で参加出来なかったので今年が初クルーということになりますが、選手の皆様のお役に立てるよう、精一杯努めさせて頂きます！宜しくお願いします！
２回生　山本亞美　　飛行経歴27+07(110)、ソロ3+50(24)
関関同立戦に初出場することとなり、楽しみな一方で色々と不安です。「夏、フロリダ行って一体何してたの？」そんなフライトは絶対しません。関学チームの一員として、誇りを持って精一杯頑張ります。
第8回関関同立対抗グライダー競技会　規則
1. この規則は「関関同立対抗グライダー競技会」（以下、競技会という）の競技運営について定める。
2. 実行委員会は、各校航空部部長及び航空部監督で構成する。
3. 本競技会は、関西大学体育会航空部、関西学院大学体育会航空部、同志社大学体育会航空部、立命館大学体育会航空部が共催する。
4. 本競技会競技委員長は、各航空部部長の輪番とする。
5. 本競技会は審判委員会を設置し、審判委員は競技委員が兼任することができる。
主任審判員は、競技当日の主任指導員。審判員は競技当日の教官が務める。
6. 競技当日の審判は、主任競技委員（主任指導員）が代行することが出来る。
7. 競技のための運営委員会を設置する。構成は競技委員とチームリーダーとする。
8. この規則は競技会の競技種目、実施の方法及び各種競技の成績判定方法を定め、競技会の適正な運営を図ることを目的とする。
（競技種目）
9.　競技種目は次のとおりとする。
　周回コース速度競技とする。総合飛行成績については滞空時間競技、周回速度競技を加味する。
（参加資格）
10. 単座機もしくは単独飛行の場合、競技開始日までに出場機あるいは同型機を使った単独飛行の経験が5回以上あり、日本国の定める自家用操縦士滑空機上級のライセンスを有する者で、競技委員会で承認を得た者とする。
同乗飛行の資格は、最低1回の単独飛行に出ていること。
競技期間中に初単独飛行に出た者も競技に参加することが出来る。
11. 上記10の項目に関わらず、各参加者の競技飛行参加の可否判断は競技委員の判断が優先する。
（発航権）
12. 発航権は大学単位で有する。競技期間中各日の第一順目競技の各大学発航順位は抽選により決め、第二回目以降競技の発行順位はその前の競技での場周コースに入った順とする。抽選は競技の成立を問わず、毎日行う。
13. 発航する大学は、競技フライトかクルーフライトかを選択できる。また、競技機は、地上1機、または飛行中の機体を決定することができる。
14. 発航する大学は、搭乗者、使用機を一発前に発航する競技機が離陸するまでに申し出なければならない。申し出がない場合は、キャンセルとみなす。
15. 発航権を有するが機体が地上にない場合、発航権は即座に次の順位のチームに移る。また、上空の機体は各校１機までとする。
16. 発航順位は１つ先行する大学が発航できないと申し出があった場合は、その次の大学はすみやかに搭乗者名、競技機を申し出なければならない。
17. 発航権を持っている大学は、曳航索が到着し、機体が発航点にセットされた時点から５分以内、あるいは先行機の離脱を確認後、安全の確認がされ５分以内に発航できない場合は、発航したものとみなし、発航権は次の順位の大学に移る（その時点で最後にまわる）。また、発航権を有する大学が、自らの理由でキャンセルした場合も同様。
18. 訓練基準を超える強風など、その他の気象条件により、審判員の指示で着陸しなければならなかった場合、競技再開時の発行順は、その着陸した順番と同様の順番で発行を再開する。
（競技機材）
19. 競技機は有効な耐空証明を有するものでなければならない。
20. 競技機をはじめ、トレ―ラー、無線機、自記高度計、カメラ（デジタルカメラ可、ただし競技委員会の許可を得たもの）、パラシュート、携帯電話など、参加するための必要な機器は参加者が準備するものとする。
（保険）
21. 競技機には、参加者の負担において、第３者賠償責任保険、機体保険、および搭乗者傷害保険（団体旅行傷害保険）に加入契約するものとする。
（競技の運営）
22. 競技の運営は、運営委員会が行い、選手ならびにクルーはその指示に従わなければならない。
23. 選手ならびにクルーは競技の円滑な運営に協力しなければならない
24. 競技空域は別紙に定める。
25. 競技の開始は、原則10時とし、最終発航は15時とする。ゲートクローズは原則15時半とする。


26. 当日のタスクは競技委員が選定し、競技の開始前に発表する。ただし、当初設定したタスクの変更は運営委員会の同意で変更する。
27. 競技は当日参加したすべての大学が１回の発航を終えたときに成立する。
28. 競技機の飛行は離脱によって始まり着陸をもって終了し、その飛行成績は競技機のスタートに始まりゴールまたは着陸またはゲートクローズによって終わる。
29. 競技機の「スタート」とは、競技機が曳航索を離脱したときとする。
30. 競技機の「ゴール」とは、競技機がその飛行の終了にあたり、指定された到着線（ゴールライン）を通過したとき、または着陸のため接地したとき、またはゲートクローズとする。到着線は高度３００ｍ以上とする。
31．競技機の「着陸」とは、飛行を終わって接地したときをいう。
32．「旋回点の到着」とは、競技機が旋回点の垂直上方、またはその点の外側上方を通
　過したときを言う。旋回点での最低高度は競技委員が定める。
33.　競技機が旋回点に到着したときは、そのことを写真撮影にて証明し、獲得高度は自記高度計の記録により証明する。競技終了後、審判委員が指定する時間までに審判委員に提出する。
34．競技中における指示、連絡、通報などは原則として滑空訓練用携帯無線機を使用する。
（飛行成績）
35．飛行速度は、指定された距離を飛行時間で割って得られる速度とする。
36．飛行時間はスタート時刻からゴール時刻、または着陸時刻、またはゲートクローズまでに通過した時間とする。
37．滞空時間とは、競技機が離脱してから着陸まで、またゲートクローズまでの時間とする。
38．飛行距離は、地図上の各点の座標から計測された距離とする。
39．競技者の飛行成績は、次に定める採点方法の計算式に当てはめて計算し、順位を決定
する。到着線に到着しなかった場合の速度得点係数は［ゼロ］とする。
　
《採　点　方　法》
Ｐ：得点＝（Ｒｄ+Ｒｖ）×５００×Ｒｈ+Ｒｔ-Ｐdis
Ｒｄ：距離得点係数＝（各選手の飛行距離）／（当日の最大飛行距離）
Ｒｖ：速度得点係数＝（各選手の速度）／（当日の最高速度）
Ｒｈ：ハンディキャップ係数　※　ASK23、Astir、ASK21…1.0、ASK13…1.1、Ka-6…1.05 ASW28…0.9　DiscusCS…0.9
Ｒｔ：離脱後１０分経過後１分毎に１点。（デイリーファクターなし）
Ｐdis：減点
デイリーファクター：（当日の採用された飛行回数）／（当日の競技参加大学数）
　ただし、デイリーファクターが0.7以下の場合は0.7とし、1以上の場合は1とする。
※ 距離においては、スタート後から以下のように採点する。
１ポイントクリア：第一旋回点に到着後、場周にエントリーすること。
　　　　　　　　　（第一旋回点までの距離点が与えられる）
1ポイントゴール：第一旋回点に到着後、ゴールゲートを通過すること。
　　　　　　　　　（往復の距離点が与えられる）
２ポイントクリア：第一、第二旋回点に到着後、場周にエントリーすること。
　　　　　　　　　（滑空場～第一旋回点～第二旋回点の距離点が与えられる）
タスクコンプリート：すべての旋回点に到着後、ゴールゲートを通過すること。
　　　　　　　　　　（距離点と速度点が与えられる）
※ 距離、速度点を得点した競技機のＲｔは０点とする。
※ 得点とは、各選手のその日の得点のうち最高得点を個人得点とする。
※　団体成績には各日のチームの総得点を採用する。
※ 個人成績の総合には全日の得点を採用する。
（表　彰）
40．全競技日程の得点合計最高位から３位までの団体、個人を表彰する。
41．部門賞（滞空時間賞、速度賞、獲得高度賞、敢闘賞）は競技会中の最高記録者に与える。
42．各校の成績は、総得点により決定するものとする。ただし、競技期間中の各校の発数の違いは考慮しない。　　　総得点＝1日毎の総得点の合計
（審　判）
43． 審判員は競技者からの苦情（申し立ては文書で、成績発表後2時間以内）や順位別に関する諸問題について判断する。
（飛行の安全）
44． 飛行は全て航空法、令、規則，及び日本学生航空連盟訓練関係諸規則に則り、安全に行なわなければならない。
45． 44に変わる上記の諸規則に違反したときは、その飛行を減点または無効とする。
46． 競技機が着陸のため進入するときは、審判員および競技委員の指示に従うものとする。
47． 競技者は、飛行の安全のため万全を期さなければならない。特に他の競技機間との危険行為を避けることに絶えず留意しなければならない。
48． 競技委員は、選手の飛行能力に応じた指示を行なうことが出来る。
49． 緊急の場合はこの規則に関わらず競技者は自己の安全のため最善の方法をとることができる。
競技会　細則
1. この細則は、関関同立対抗グライダー競技会（以下規則という）に基づき、「関関同立対抗グライダー競技会」の運営に適用する。
2. 周回コースは、次の地点を結ぶ三角または多角形のコースでコース周回数、周回方向は気象状況により当日競技開始までに決定し発表する。
・木曽川宿舎　　　　　　　　　　北　　　　　　　　4.0Kｍ
・長池（木曽川左岸の交差点）　南南東　　　　　　　3.0Km
・福岡大橋（東詰）　　　　　　西北西　　　　　　　5.4Km 
・南濃大橋（西詰）　　　　　　　北　　　　　　　　6.5Kｍ
・今尾橋（東詰）　　　　　　　　北西　　　　　　　6.4Km
・海津市文化センター　　　　　西北西　　　　　　　4.4Kｍ
3. 発航方法はウィンチ曳航とする。発航に必要な機材は出場チームが準備する。
4. 規則19にいう保険は、次のとおりとする。
・第三者賠償保険　　　　　　　　　　　　1億円以上（対人：1人3,000万円以上）
・搭乗者傷害保険（国内旅行傷害保険）　　5,000万円以上（1人につき）
5. 競技の運営は規則によるほか、細部は次のように行う。
· 索切れ、ウィンチ不調の場合は再発航することができる。その場合は「キャンセル」を宣言して、速やかに着陸のため場周経路へエントリーする。着陸後は、速やかに再発航の準備をする。準備が終了した段階で発航権を得る。
· 周回後、ゴールラインを通過するときは「ゴール機優先」とし、他機警戒については十分な注意を払い、他機を妨害するような行為をしてはならない。必要に応じ、進路権の確保のため、競技委員はその空域からの一時的な離脱を指示することができる。
· 旋回点は、周回方向と同じ方向に旋回して写真撮影を行う。ゴールラインはピスト上空と、ピストから東へ1000mを結んだライン高度300m以上に設定し、指定方向から進入するものとする。
6. 競技機の装備など
・自記高度計は過去3年以内に検査に合格したもので、記録紙は競技委員の確認を受けて使用し、競技終了後に写真とともに審判委員に提出する。
· 重心位置を調整するバラスト、バッテリー等は確実に固定されていること。
· 非常時に備え、連絡のため、携帯電話を搭載すること。
7. 写真証明の条件
· フィルムは選手が白黒フィルムを装備し、充填すること。画面はフルサイズで撮影すること。
· 運営委員会の認めたデジタルカメラは使用可である。（後に示す「記録用デジタルカメラの取り扱いについて」を参照のこと）
· 毎飛行に、宣言板と時計、ゼッケンを付けた選手の顔を同一画面に写したものに引き続き、旋回点が写されていること。
· 旋回点の撮影時には、自機の翼端を入れること。
· 旋回点は、次の撮影範囲から写したものとする。
　　　　　　[image: image1.png]



8. 写真、自記高度計の提出期限について
· 旋回点への到達を証明する写真、自記高度計の記録の提出期限は正式にはその当日主任審判員から指示されるが、目安はその日の最終飛行（訓練飛行を含む）が終了してから、2時間以内とする。競技当日の成績は、締め切り後約2時間をめどに発表する。
9. 採点の特例
· 飛行の安全上、競技の途中で気象条件が連盟で定める訓練基準を超えた場合、その時点までの得点を飛行得点とし、全機、審判員の指示に従って着陸するものとする。
10.　競技の安全について、以下のように定める。
A)飛行は、昼間有視界飛行（VFR）のみとする。
B)同一および接近する上昇風帯（以下、上昇風帯）における競技機相互間のセパレーション等は次の通りとする。
· 先に旋回中の競技機を優先とする。
· 先入機と同一方向に同心円で旋回する。
· 競技機は相互に経路が交差する飛行をしない。
· 競技機は相互に高度差150m以上を維持する。
· 上方の競技機を追い越す場合は、他の上昇風帯を使う。
· 競技機は相互に他機を視認できる位置を保つ。
· 同高度付近では、最も接近する旋回経路の半径が500m以上の水平距離を維持する。
· 他機を視認できない場合は、高度、上昇率、位置および移動方向などを無線で確認する。
C)速度制限
· 競技機の飛行速度は、各機の飛行規程に示された範囲内で、競技機を安全確実に操作できる速度でなければならない。
· 曲技飛行など大きな姿勢変化を伴う飛行を行ってはならない。
D)場外着陸
· 可能な限り不時着をさけるための飛行経路をとり、高度を維持する。
· 万一に備え、競技者はあらかじめ飛行コース近辺に不時着場を設定し、必ず実地調査を行い、機体の回収方法についても検討しておく。
· 木曽川滑空場以外に着陸した場合は、電話により速やかに運営委員に報告し、場外着陸した競技者は、その土地の所有者または管理者を調べ、主任審判員に報告する。
· 競技者は地図、携帯電話、電話メモを搭載し、飛行の障害にならぬよう確実に固定しておく。
E)場周経路付近（滑走路中心線から約2Km以内）の飛行について
· 競技機が集中し、規定の高度差、距離が保てない場合、次の競技機の発航を行わない。
· 審判員は、高度500m以下で滞空している競技機に他の空域へ、また、250m以下で飛行している競技機に着陸を命ずることができる。
11.　報告の義務および無線通信
· 旋回点を通過する場合は、原則として直前に「位置、高度」を通報する。
· ゴールラインを通過する場合は、２Km手前で「位置、高度」を通報し、空域のトラフィックを確認のうえ、競技員から了解を受ける。
· 外部から場周経路に進入する場合は、定められた飛行方法で行う。
· 競技機は10分間以上送受信がない場合、審判員と無線チェックを兼ね、現在位置、高度を通報する。
· 通信不能の場合は、ただちに滑空場に帰り、着陸しなければならない。通信不能機は、ピスト横に来るまで翼を大きく振り、通信不能であることを表示する。また、受信のみが不能の可能性を考え、一方送信において、自機の進入経路を通報する。
· 競技機の無線通信は、混信を避け必要最小限に行う。
12.　減点、失格について
· 写真・現像による障害
　　　宣言板、時計、ゼッケン等が写っていない　　　　　　　　　 　－100点
　　　旋回ポイント撮影範囲のわずかに外、180度以内　　　　　　　　－50点
　　　旋回ポイントに達しているとみなされる　　　　 　　　　　　　－50点
・自記高度計：スイッチの入れ忘れ、記録なし　　　　　　　　　　　　－50点
・高度・空域違反　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－200点
　　　故意に違反したもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当飛行失格　
・セパレーション違反、他機への妨害　　　　　　　　　　　　　　　－100点
　　　2回以上注意されたもの　　　　　　　　　　　　　　　　　当飛行失格
　　　悪質なもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当日失格
・低空進入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－200点
　　　危険なもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当飛行失格
　　　特に危険なもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当日失格
・無線通信：不良　速やかに着陸のこと　　　　　　　　　　　　　　　0点
　　　　　　不通　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当飛行失格
・場外着陸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当日失格
・危険な飛行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当日失格
　　　故意、技術未熟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全期間失格
・参加資格違反　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当該大学失格
・その他：規定、指示違反　　　　　　　　　　　　　　　　　－50～－200点
その他、
競技機以外の航空機は、競技の進行中に競技に影響を及ぼす可能性のある飛行を行ってはならない。
＜記録用デジタルカメラの取り扱いについて＞
1、 関関同立対抗グライダー競技会の旋回点撮影記録用デジタルカメラの取り扱いについて定める。
2、 競技での使用方法
1 競技に使用する前に、全コマ消去の状態でカメラ本体をピストに提出してメモリー挿入部にシールドを受ける。教官1名の名前とその日の日付を記入。（1回受ければよい。）
2 競技機に取り付ける。
3 旋回点画像を確認後、カメラは返却する。
4 電池交換等でシールドを取る場合は、事前に審判委員の了解を得て行う。
5 途中でシールドを開封したときは、競技使用前と同様の確認を受ける。但し、撮影画像を保存したまま行う場合は、審判委員立ち合いのもと、電池等の交換を行いシールドを受ける。
3、 審判委員の確認事項
1 競技前に、カメラ本体のメモリー挿入部のシールドを確認する。
2 競技前に、全コマ消去を確認する。
3 競技終了後、提出されたカメラ本体のメモリー挿入部がシールドされているのを確認する。
4、 旋回点確認時
1 審判委員２名以上でシールドを剥がす。
2 カメラ本体にビデオケーブル、ＡＣアダプターを接続する。
3 宣言板、時間、旋回点を判定する。
4 撮影内容に問題がない場合は、選手にカメラを返却する。
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